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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合議
　　　　　　　　　 平成２５年１０月２３日
奄美市農業委員会
第１０回定例総会議事録
　　　　　　　　　　　　　　　　署名委員　榮　清安
　　　　　　　　　　　　　　　　署名委員　野﨑清志
奄美市農業委員会第１０回定例総会議事録

１．招集日時　　平成２５年１０月２３日(水)　　午前１０時～
２．招集場所　　農業研究センター会議室
３．出席委員
	番号
	氏　　名
	番号
	氏　　名

	　1
	與島　文雄
	12
	屋島　良幸

	　2
	山下　典仁
	13
	喜野　和也

	　3
	吉　　卓男
	14
	中村　秀明

	　4
	昇　　睦朗
	15
	松元　修一
	

	　5
	山田　良光
	16
	肥後　安美
	

	　6
	榮　　清志
	17
	泉　　智宜
	

	　7
	前田　孝德
	18
	志岐　清夫

	　8
	行　　辰朗
	19
	赤﨑　重雄

	　9
	前山重一郎
	20
	榮　　清安

	10
	南　　利郎
	21
	野﨑　清志

	11
	松崎　文好
	22
	福原　秀和


４．欠席委員　　無し
５．議事に参与した者

　　事務局長　　澤　修平　　  事務局次長　　山下文次
　笠利分室長　中尾豊和　
住用分室長　納　保敏　　　住用分室主幹　用稲工巳　
６．報告事項

　　　　・出張報告(中村委員)
　　　　・農地利用状況調査表の提出について

　　　　・広域農地パトロールについて（奄美市管内 住用･名瀬･笠利）
　　　　　　１１月６日(水)10：00～
　　　　・１１月定例総会日程について
７.議事日程

　(1)　会議録署名委員の指名について

　(2)　会期の決定について

(3)　議案について
議案第73号　農地法第３条の規定による許可申請について

議案第74号　農地法第４条の規定による許可申請について

議案第75号　農地法第５条の規定による許可申請について

議案第76号　名瀬地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定について
議案第77号　笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定について

議案第78号　非農地の認定について

議案第79号　農業生産法人に係わる要件適格届けの承認について
議案第80号　名瀬地域農用地利用集積計画(所有権移転)の決定についてについて
（4） 協議事項

・農業者年金について（中尾分室長）
・全国農業新聞の購読及び推進について（山下次長）
（5） その他
鹿児島県農業会議　坂口課長補佐による農業者年金について、研修会を予定していたが、台風27号の影響で中止となりました。
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	（前山会長）
ただいまの出席委員は２２人であります。総会は成立いたしました。

これから、平成２５年第１０回定例総会を開会いたします。

（欠席委員は無し）
それでは、議事日程に入ります

日程第１　
会議録署名委員の指名を行います。

会議録署名委員に２０番 榮　清安委員と２１番 野﨑清志委員の２名を指名いたします。

日程第２　
会期の決定を議題といたします。

本日の総会は日程通知のとおり議案第７３号から議案第８０号までの８件を予定いたしております。

お諮りいたします。
会期は本日１日にしたいと思いますが，これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

　ご異議なしと認めます。　
よって
本総会の日程は１日と決定いたしました。
本日の議案日程はあらかじめお配りしてありますとおりを予定としております。
これにご異議ございませんか。
（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。
それでは直ちに議案等の審議に入りますが、№３３で報告がありますので、先に№３４から№３７までの４件を審議いたします。№３３については、議長を会長代理と交代いたします。
日程第3

議案第７３号農地法第３条の規定による許可申請についての№３４から№３７についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読と説明を求めます。
（澤局長）

（事務局の朗読及び説明）　

№３４につきましては、贈与によります所有権移転でございます。受人はタンカンを中心に栽培を計画しており、問題ないものと判断します。

　№３５につきましても、贈与によります所有権移転でございます。受人はタンカンを中心に栽培を計画しており、問題ないものと判断します。№３４と№３５の渡人、受人は兄姉でございます。

№３６につきましては、売買によります所有権移転でございます。受人は野菜、タンカン等を栽培しております。問題ないものと判断します。
　№３７につきましては、売買によります所有権移転でございます。受人は
認定農家でさとうきびを栽培しており、規模拡大のための購入と思われます。問題ないものと判断します。
　以上４件でございます。
農地法第３条第２項の各号に該当しないため、許可要件をすべてみたしております。

(前山会長）
　本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。

　屋島委員

（屋島委員）

　№34・35は兄姉ですので、一括して報告いたします。

議案第73号№34の農地法第3条の規定による許可申請について、ご報告いたします。10月21日月曜日午前10時過ぎに受人の自宅で聞き取りを致しました。渡人と受人は、兄妹であり父から渡人に一括登記してあったのを兄姉に分けて贈与するとのことでした。3条申請書のとおり間違いないという事でしたのでご報告いたします。

　次に議案第73号№35の農地法第3条の規定による許可申請について、ご報告いたします。10月21日月曜日午前10時過ぎに受人に電話で確認をとりましたが、時間が取れないため直接お逢いすることはできませんでしたが、弟から話を伺いました。№34の案件と同じで、渡人と受人は、姉妹であり父から渡人に一括登記してあったのを姉に分けて贈与するとのことでした。

　土地については、果樹が植えてあり、手入れもされておりました。農地法第3条の調査書については、第2項第1号・第2項第4号･第2項第7号は、別紙のとおりでありますので報告いたします。

（前山会長）
　行委員

（行委員）
　№34・35は関連しますので、一括して報告いたします。

　議案第73号議案番号№34，35の所有権移転、農地法第3条第1項の規定による許可申請について、事前調査報告を行います。10月22日午後7時に私の隣の渡人宅で事前調査を行いました。親から渡人の夫であります次男が跡継ぎとして農地を相続しましたが、次男が早く死亡し、№34の土地は長男に相続、№35の土地は長女に相続するとのことでした。№34の土地については、根瀬部の山の中腹にあり、モノレールでしか行けないところで今回は確認できませんでしたが、以前、何度か足を運んだ場所でスモモとタンカンを植えてありました。農地法第3条の調査書については、第2項第1号・第2項第4号･第2項第7号は、別紙のとおりでありますので報告いたします。

（前山会長）
　野﨑委員

（野﨑委員）
　議案第73号農地法第3条№36について、譲渡人、譲受人の説明いたします。許可申請の2筆の農地は実際は譲渡人の兄の所有で現在は亡くなっており、妻が管理をしておりますが、高齢で農業ができないということで売買したそうです。土地は譲受人が2～3年前から借りて野菜等を植えおります。
　№37まで説明します。議案第73号農地法第3条№37譲渡人について、説明をいたします。21日譲渡人宅に伺いまして、話を伺いました。譲渡人は大規模さとうきび農家でありましたが、高齢と足が不自由になり農業ができないため、親戚であります譲受人へ売買したということです。他の農地は子供や親戚で耕作するそうです。農地法第3条の調査書については、第2項第1号・第2項第4号･第2項第7号は、別紙のとおりでありますので報告いたします。
（前山会長）
　福原委員
（福原委員）
　№37農地法第3条の規定による許可申請について、聞きとり調査を報告いたします。10月20日午後1時に譲渡人宅で聞きとり確認いたしました所、申請書のとおり間違いないとのことでありました。

　また、1時30分に譲受人立ち会いの下、聞き取り確認をいたしました所、申請書のとおり間違いないとのことでありました。土地の対価については、妥当と思われます。委員の皆様方のご審議よろしくお願いいたします。
（前山会長）

　それでは本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。
(「なし」の声あり)
質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

  お諮りいたします。

議案第７３号農地法第３条の規定による許可申請についての№３４から№３７については、担当調査員による調査意見の報告のとおり，許可意見と認めることにご異議ございませんか。
(「異議なし」の声あり)

ご異議なしと認めます。
よって

議案第７３号農地法第３条の規定による許可申請についての№３４から№３７については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
　
　私が３条№３３で報告がありますので、議長を松崎会長代理に交代いたします。

(松崎代理)

議案第７３号農地法第３条の規定による許可申請についての№３３についてを議題といたします。

　事務局に議案の説明を求めます。
（澤局長）

（事務局の朗読及び説明）　

№３３につきましては、売買によります所有権移転でございます。受人は野菜、タンカンの栽培を計画しており、問題ないものと判断します。営農計画書も添付されております。

　以上１件でございます。

農地法第３条第２項の各号に該当しないため、許可要件をすべてみたしております。

(松崎代理）
　本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。

　　屋島委員

（屋島委員）
　議案第７３号№３３の農地法第３条の規定による許可申請について、ご報告いたします。１０月２１日月曜日午前１１時すぎに受人宅で受人の奥さんに聞きとりを致しました。渡人は受人の叔父にあたり、高齢であり，住用まで行って農業するのがきつくなり、受人に購入をお願いしたとのことでした。受人も石原で農業をしており、申請書の金額で購入するということです。３条申請書のとおり間違いないということでしたので、報告いたします。
（松崎代理）
　前山委員

（前山委員）
　農地法第３条の№３３の渡人について、報告いたします。昨日午後５時３０分頃お逢いしまして聞き取りをいたしました。申請書のとおり面積、対価
については，間違いないとのことでした。以上です。

（松崎代理）

　松元委員

（松元委員）

　農地法第３条№３３の土地について，調査報告いたします。１０月２２日午後１時に住用分室の用稲主幹と私の２名で現地を確認いたしました。現地は石原集落の奥にあり、基盤整備地で周りはユスの木の防風林に囲まれて、草刈りがされタンカンが植えられておりました。農地法第3条の調査書については、第2項第1号・第2項第4号･第2項第7号は、別紙のとおりでありますので報告いたします。

（松崎代理）

　それでは本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

  お諮りいたします。

議案第７３号農地法第３条の規定による許可申請についての№３３については、担当調査員による調査意見の報告のとおり，許可意見と認めることにご異議ございませんか。
(「異議なし」の声あり)

ご異議なしと認めます。
よって

議案第７３号農地法第３条の規定による許可申請についての№３３については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
　

　議長を会長と交代いたします。
（前山会長）
　日程第４
　議案第７４号農地法第４条の規定による許可申請についてを議題といたします。

事務局に議案の朗読と農地区分の報告を求めます。

（澤局長）

(事務局の朗読及び説明)
№１１につきましては、５月の定例総会の議案第３３号奄美農業振興整備計画変更申請で奄美市へ変更の許可意見書を提出し、県から許可内示があり今回の申請になりました。店舗付きの一般住宅を建設するための転用申請でございます。申請地は、農用地区域外と小団地で生産性の低い農地であるため、農地区分は第２種農地と判断いたします。

№１２につきましては、資材置き場として利用するための転用申請でございます。申請地は農用地区域外で集落内にある農地で小団地で生産性の低い農地であるため、農地区分は第２種農地と判断いたします。

（前山会長）

 本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。
事務局
（中尾分室長）

　議案第７４号農地法４条の№１１につきましたは、申請人に１０月２２日火曜日午前７時２２分に電話で確認いたしました。申請書のとおり間違いないので、よろしくお願いしますということでした。

（前山会長）

　南委員

（南委員）
　議案第７４号農地法第４条の規定による許可申請№１１について、調査報告いたします。先ほど事務局からありましたように５月の定例会において、農業振興整備計画変更の除外の申請があり、審議をしております。近く許可がおりる予定になっております。申請人は大阪から帰郷し住宅を建設するために，今回の４条申請となっております。この申請を踏まえ１０月２１日午後から私に榮委員、泉委員、前田委員、事務局に申請人の代理人立ち会いによる、現地確認をしました。今回の農地法第４条の許可申請につきましても、内容、計画等に何ら問題はないことを報告いたします。ご審議よろしくお願いします。
（前山会長）
　泉委員

（泉委員）

　農業振興整備計画変更申請の除外の許可がおりる予定とのことでありました。転用に伴い周辺に与える影響はないものと思われます。皆様方のご審議よろしくお願いします。
（前山会長）
　榮委員

（榮委員）

　この土地につきましては、何ら問題はないと思われます。ご審議よろしくお願いします。
（前山会長）
　№１２について、榮委員
（榮委員）　
　農地法第４条№１２の許可申請につきまして、調査いたしました。１０月２１日午後１時３０分に前田委員、泉委員、南委員、事務局、私で現地を調査いたしました。申請人は建設業をしており材料置き場がないということで、この土地に置きたいということでした。申請書にも何ら問題はなく、土地につきましても周囲に迷惑をかけるような場所ではありませんので、ご審議よろしくお願いします。
（前山会長）
　南委員

（南委員）
　今、榮委員から報告があったとおりでございます。
（前山会長）
 前田委員

（前田委員）

　榮委員から報告がありましたとおりでございます。

（前山会長）

　それでは本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

(「なし」の声あり)
　質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

  お諮りいたします。

議案第７４号農地法第４条による許可申請については担当調査委員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)

ご異議なしと認めます。

よって
議案第７４号農地法第４条の規定による許可申請については、審議の結果各項目とも適当と認めて県知事に進達することに決定いたしました。

　
５条で報告がありますので、議長を松崎代理と交代いたします。暫時休憩いたします。
（松崎代理）
休憩前に引き続き再開します。
日程第５
　議案第７５号農地法第５条の規定による許可申請についてを議題といたします。

事務局に議案の朗読と農地区分の報告を求めます。

（澤局長）

(事務局の朗読及び説明)
№２７につきましては、河川改修に伴う移転で２世帯住宅を建設するための転用申請でございます。申請地は土地区画整理法第2条第1項に規定する土地区画整理事業の施工に係わる区域内にある農地であるため、農地区分は第３種農地と判断されます。

№２８につきましては、子供衣料を販売する店舗を建設するための転用申請で、３０年間の賃貸借権の設定をしております。申請地は土地区画整理法第2条第1項に規定する土地区画整理事業の施工に係わる区域内にある農地であるため、農地区分は第3種農地と判断されます。
№２９につきましては、６棟の貸家を建設するための申請でございます。

申請地は鳩浜地区の土地区画整理地に隣接しており、周辺は一般住宅や商業施設が建築されている地区で、周辺に農地もなく問題はなく、農地区分は第２種農地判断します。
　№３０につきましては、一般住宅を建設するための申請でございます。

申請地は集落内にあり、周辺は住宅が建ち被害を及ぼす農地もなく、生産性の低い農地で第２種農地と判断いたします。
以上４件でございます。
（松崎代理）　

　本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。

　松元委員
（松元委員）
　農地法第５条№２７について、調査報告いたします。１０月２０日午後３時に譲受人宅で聞き取り調査をいたしました。防災河川事業で自宅が移転することになり、長男と２世帯住宅を建築予定ということでありました。
土地取得費、建築費は申請書のとおりで、資金は補償費を充てるそうです。

以上です。

（松崎代理）

　行委員
（行委員）
議案第７５号議案番号№２７所有権移転、農地法第５条第１項規定による許可申請について、事前調査報告を行います。１０月２１日午後１２時４０分に渡人の自宅で事前調査を行いました。申請書に間違いないことを確認しました事をご報告いたします。ご審議よろしくお願いします。

（松崎代理）

　前山委員
（前山委員）

　農地法第５条№２７の土地について、報告いたします。土地区画整理事業区域ないでありますので、特に問題はないものと思われます。以上です。
（松崎代理）

　事務局
（山下次長）
　議案第７５号農地法第５条議案番号№２８の案件につきましては、１０月２１日月曜日１２時に譲受人は兵庫県姫路市のため担当者に電話で確認いたしました。申請書のとおり間違いはありませんとのことでしたので報告します。
　また、譲渡人について、報告します。兵庫県尼崎市在住のため、１０月２１日午前１１時に電話で申請内容を確認しましたら、間違いはありませんとのことでしたので報告いたします。
(松崎代理)
　前山委員

（前山委員）

　農地法第５条の№２８の土地について、報告いたします。この土地は長年使われず雑草が生えて放置されておりました。周辺は規模の大きい商業施設が建ち並んでいるところです。土地区画整理事業内の農地のため問題はないものと思われます。以上です。
（前山会長）
　榮委員

（榮委員）
　農地法第５条の規定による許可申請、議案№２９についての調査報告を致します。１０月２１日月曜日午後４時に譲受人の勤務先にお訪ねして、直接お話を伺いました。譲受人は購入予定地に貸家６棟を建設する意向を示し、契約は不動産業者を介して売買契約をしたとのことでした。
　また、資金調達は計画にあります、土地代、擁壁工事、建築費は銀行融資

ということでした。以上です。
（松崎代理）

　事務局
（山下次長）

　議案第７５号農地法第５条議案番号№２９の案件につきましては、１０月２１日午前１２時に電話で申請内容について確認したところ、申請書のとおり間違いはありませんとのことでしたので報告いたします。
（松崎代理）
　前山委員

（前山委員）

　農地法第５条№２９の土地について、報告いたします。住所は名瀬大字大熊となっておりますが、ここは鳩浜地区になります。埋め立てた部分は鳩浜で旧道の上から大熊字になっております。土地は雑草が生えて何もしてありありません。周りは住宅地になっており、問題ないものと思われます。
（松崎代理）
　山田委員

（山田委員）

　議案第７５号農地法第５条の№３０について、調査しましたので報告いたします。２１日午後３時に譲受人に直接話を伺いました。申請書のとおり間違いございませんとのことでした。また、譲渡人宅も訪ねましたが不在でありましたので、夜に電話で確認をしましたところ、間違いはありませんとのことでした。資金は自己資金ということです。ご審議よろしくお願いします。
（松崎代理）
　榮委員

　　

（榮委員）
　土地につきましては、土地取得費はゼロ円となっておりますが、70ページに詳しく書いてありますので、ご覧になってください。土地は草が生えて荒れておりましたが、現在は草が刈られておりました。以上です。

（松崎代理）
　泉委員

（泉委員）
　土地につきましては、喜瀬集落内にあり問題はないものと思われます。
（松崎代理）

　前田委員

（前田委員）

　榮委員、泉委員から報告がありましたように何ら問題はないものと思われますので、審議方よろしくお願いします。
（松崎代理）

　担当調査委員による報告が終わりました。これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。榮委員
（榮委員）

　№２７について、全額移転補償費で建築予定ということですか。

（松崎代理）
　松元委員

（松元委員）

　宅地、自宅、倉庫、農地全てを含めた移転補償金額であります。

移転補償費で建築予定ということでした。
（松崎代理）

他にございませんか。
(「なし」の声あり)
質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

  お諮りいたします。

議案第７５号農地法第５条による許可申請については、担当調査委員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)

ご異議なしと認めます。

よって
議案第７５号農地法第５条の規定による許可申請については、審議の結果各項目とも適当と認めて県知事に進達することに決定いたしました。
議長を会長に交代いたします。ご協力ありがとうございました。
　
（前山会長）

日程第６
　議案第７６号名瀬地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（澤局長）

　（事務局の朗読及び説明）

内容につきまして農業経営基盤強化促進法第18条第3項の各要件を満たしていることを報告いたします。
（前山会長）

　質疑ございませんか。
　
(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第７６号名瀬地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第７６号名瀬地域農用地利用集積(利用権設定)の決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
日程第７
　議案第７７号笠利地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（中尾分室長）

　（事務局の朗読及び説明）

内容につきまして農業経営基盤強化促進法第18条第3項の各要件を満たしていることを報告いたします。
（前山会長）

　質疑ございませんか。昇委員
　
（昇委員）

　№２と３の借り受け人は法人組織になっておりますか。

（前山会長）
事務局
（中尾分室長）
　法人組織になっておりますが、議案７９号で承認されますと生産法人となります。

（前山会長）

　他にございませんか。

 (「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第７７号笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定については、これを認めることにご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第７７号笠利地域農用地利用集積(利用権設定)の決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
日程第８
議案第７８号非農地の認定についてを議題といたします。

事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（澤局長）

(事務局の朗読と説明)

　№１２につきましては、昭和３５年頃にNHK名瀬放送局名瀬テレビ塔として建設され利用されていたが、現在はNTT朝戸無線中継所の局舎敷地として利用されており、農地としての復元は困難と判断します。

（前山会長）

　本案に対する担当調査委員による、調査意見の報告を求めます。

事務局
（山下次長）

　議案第７８号非農地の確認については、１０月２１日午前１０時３０分に福岡市博多区にあります事業部不動産担当者に申請内容について電話で確認をしたところ、申請書のとおり間違いありませんとのことでしたので報告いたします。
（前山会長）

　土地について、志岐委員

（志岐委員）

　議案第７８号非農地の調査について、ご報告申し上げます。１０月２１日午後１時３０分に榮委員、山下委員、事務局２名に私を含めて５名で現地を調査いたしました。現地は代理人がおられ説明を受けました。内容は局長から報告がありましたように無線塔、倉庫等があり、農地に復元するのは困難と思われます。
（前山会長）

　榮委員

（榮委員）

　志岐委員、事務局からありましたように農地に復元は困難と思われます。
（前山会長）

　山下委員

（山下委員）

　№１２非農地の認定については、志岐委員から報告がありましたとおりでございます。
（前山会長）
　調査委員による報告が終わりました。これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。吉委員

（吉委員）
　８８ページに載っている図面ですが、１２１番は非農地にするのですが、他の地番は農地ではないのですか。

（前山会長）

　事務局

（山下次長）

　１２１番以外は農地でありません。

（前山会長）

　他にございませんか。

　(「なし」の声あり)

他に質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

議案第７８号非農地の認定については、これを認めることにご意義ございませんか。
(「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。

よって

議案第７８号非農地の認定については審議の結果、これを認めることに決定いたしました。

日程第９
　議案第７９号農業生産法人に係わる適格要件届出の承認についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読と説明を求めます。
（澤局長）
（事務局の朗読及び説明）
　№１につきましては、法人の設立は平成９年２月７日となっております。今回、生産法人としての届出でございます。農地法に規定された一定の要件を満たす必要がありますが、この法人につきましては、調査の結果、要件を満たしていると判断いたします。

（前山会長）
本案に対する担当調査委員による、調査意見の報告を求めます。

山田委員

（山田委員）
　議案第７９号農業生産法人に係わる要件適格届出について、聞きとり調査をしましたので報告いたします。２０日の１３時頃に代表者宅を訪問し聞き取りいたしました。届出にありますように、事業、構成員の概要については間違いないとのことでした。また、２１日に１５時に事務局長、次長、中尾分室長、前田委員、私で工場の調査も行いました。施設等も整備されており、適格要件は満たしていると思います。

（前山会長）
　前田委員

（前田委員）
　今、お話がありましたとおり２１日３時頃工場に伺いまして、この内容について聞き取りをいたしました。色々と見識のある方でございましてお話を聞きましたらこのとおり間違いないと思われます。
（前山会長）
　赤﨑委員

（赤﨑委員）
　別に会議がありまして、２１日３時には同行出来ませんでしたが、代表者とお逢いして話を伺いました。届出内容のとおり間違いないものと思いますので、皆様方のご審議よろしくお願いします。
（前山会長）

これから本案に対する質疑に入ります。

　協議会に移します。
（前山会長）

　正会に返します。

　他に質疑ございませんか。

(「なし」の声あり)

他に質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

議案第７９号農業生産法人に係わる適格要件届出の承認については、これを認めることにご意義ございませんか。

(「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。

よって

議案第７９号農業生産法人に係わる適格要件届出の承認については、審議の結果、これを認めることに決定いたしました。

日程第１０

議案第８０号議案第７６号名瀬地域農用地利用集積計画（所有権移転）の決定についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（澤局長）

　（事務局の朗読及び説明）

　農業基盤強化促進法に係わる所有権移転でございます。譲受人、譲渡人が９４ページにあります金額で合意いたしましたので報告いたします。
（前山会長）

本案に対する担当調査委員による、調査意見の報告を求めます。

志岐委員

（志岐委員）

　農業基盤強化促進法による所有権移転について、報告いたします。
譲受人、譲渡人において合意に達しておりますので、皆様のご審議よろしくお願いいたします。
（前山会長）
　屋島委員

（屋島委員）

　議案第８０号農業基盤強化促進法に係わる№２の所有権移転について、ご報告いたします。譲渡人､譲受人において合意に達しておりますので、ご報告いたします。ご審議よろしくお願いします。
（前山会長）

　榮委員

（榮委員）
　議案第８０号名瀬地域農用地利用集積計画、所有権移転のあっせん№２について、２１日月曜日午後２時に澤局長、山下次長、前山会長、志岐委員、私で現地を確認いたしました。タンカンの苗が植えられており周辺農地への影響もなく問題ないものと思います。以上です。
（前山会長）

これから本案に対する質疑には入ります。

　質疑ございませんか。　昇委員

（昇委員）
　農地法による所有権移転ではなく、農業基盤強化促進法による所有権移転をする案件でありますが、どの様な違いがあるか教えてもらえますか。
（前山会長）
　事務局

（澤局長）

　農業経営基盤強化促進法での所有権移転は所得税８００万円の控除、登録免許税の軽減、所有権移転は農業委員会が嘱託登記までを行うということです。
（前山会長）

他に質疑ございませんか。
　
(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第８０号名瀬地域農用地利用集積計画(所有権移転)の決定については、これを認めることにご異議ございませんか。
　(「異議なし」の声あり）
よって、議案第８０号名瀬地域農用地利用集積(所有権移転)の決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
以上で、本日用意した議事日程はすべて審議を終了いたしました。
連絡事項等があるようですから、これから協議会へ移します。

(前山会長)

　正会に返します。
　以上で，本日用意した案件は全て審議終了いたしました。

　本日はこれにて散会いたします。
　お疲れ様でした。
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